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合併の必要性と社会的背景 

●●●1．生活圏の一体化と効率的・安定的な行政サービスの提供 
 

　出雲市と斐川町は、通勤、通学、買い物、通院などの住民の日常的な生活圏が一体

となっており、消防救急、ごみ処理、し尿処理、火葬場などの生活に欠かせない行政

サービスも広域的に行っています。このような両市町が合併することにより、住民の

生活感覚と一致した規模の自治体が誕生するとともに、一体的な行政運営が可能とな

ることにより、両市町で重複する管理部門などの削減、消防救急業務のような不安定

な委託業務の解消につながり、生活圏をともにする全ての住民の方への効率的・安定

的な行政サービスの提供が可能となります。 

 

 

●●●2．高度化・多様化する行政需要への対応 
 

　地方分権・地域主権の時代を迎え、基礎自治体である市町村は、住民に最も身近な

公的サービスの提供主体として、自らの判断と責任による自治体経営が求められてい

ます。また、国、県からの権限移譲や福祉・環境等様々な分野で増大する行政需要へ

の対応、厳しい財政状況に対応しながら行政サービスの維持、向上を図るための行財

政改革の推進が必要とされています。 

　このような状況の中、両市町の合併により、総合的な施策の展開、専門職員の育成・

配置が可能な組織体制の充実が図られ、高度化、多様化してきている行政課題に対し、

さらに効果的な対応が可能となります。また、合併による財政規模の拡大に伴い財政

基盤の安定化が図られます。 

 

 

●●●3．広域的なまちづくりと総合的な活力の強化 
 

　新市は、斐伊川と神戸川に育まれた豊かな出雲平野が広がる農業生産力の高い地域

であり、日本海沿いには多くの漁港も有しています。工業は山陰最大の拠点であり、

商業集積も進む、各産業が調和した都市となります。同時に、出雲空港、河下港、山

陰自動車道と環日本海交流の機能も担える交通拠点であり、山陰有数の医療福祉拠点

でもあります。 

　また、「神話の國 出雲」として全国に知られるとともに、出雲大社、荒神谷遺跡

などの歴史、文化遺産に恵まれ、さらには、日本海、宍道湖、斐伊川などの豊かな自

然も有しています。 

　両市町の優れた特性、資源を活かした広い視点に立ったまちづくりを進めることに

より、出雲ブランドを全国に発信できる、極めて発展可能性の高い、新市の誕生が期

待されます。 

 

Ⅰ Ⅰ 
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子どもたちや若者をはじめ、すべての市民が夢と希望を持てる 
　　　　　　　　　　「五つ星の出雲市」 
 

　出雲市と斐川町は、「神話の國 出雲」として、共通の歴史的、文化的風土にあって、多様で恵まれた自

然環境とともに、都市・交通基盤、産業・情報基盤、医療・福祉基盤等を有する極めて高い発展性のある地

域共同体です。 

　この両市町の合併により、それぞれの地域を結び、総合力を高め、都市としての自立的な発展・成長を促

す一方で、質の高い生活環境の実現に努めるとともに、以下に掲げる基本指針のもと、住民と行政の連携・

協働により、新市の一体的発展と自立と自治のまちづくりを推進します。 

　新市のまちづくりにおいては、開かれた市政の実現を目指した住民参加型システムの構築、財政の健全化、

産業の振興を基軸に、あらゆる分野において地域全体のクオリティを上げ、真の意味での出雲［IZUMO］

のブランド化に取組み、全国に誇れる都市、“子どもたちや若者をはじめ、すべての市民が夢と希望を持て

る「五つ星の出雲市」”の実現をめざします。 

 

１．基本指針 

［住民が主役のまちづくり］ 
 

●住民が政策決定に参画する開かれた行政システムを構築するとともに、住民と行政双方がそれぞれの役割

と責任のもと協働のまちづくりを進めます。 

●情報公開と広報広聴機能の充実に努め、住民、行政、議会が一体となり公正かつ透明なまちづくりを進め

ます。 

●新市の自治行政と各地域住民の自治活動の一体的な推進を図ります。 

 

 

［地域特性が光るまちづくり］ 
 

●地域の伝統文化や諸活動を継承・発展させ、地域の特性と魅力が輝くまちづくりを進めます。 

●地域の共生と交流を促進し、多核的な結合と多面的な連携により、新市の総合力を最大限に発揮するネッ

トワーク都市の形成を目指します。 

 

 

［地方分権時代に対応するまちづくり］ 
 

●行政組織・事務のスリム化、民間委託など徹底した行財政改革に取り組み、簡素で効率的、長期的に安定

した行財政運営を進めます。 

●多様化、高度化する行政需要に対応すべく、産業経済の発展によって財政基盤の強化を図りつつ、歳出全

般にわたる削減と重点配分及び適正な受益と負担のもと行政サービス水準の確保に努めます。 

●地方分権時代に対応した自立する自治体づくりを目指し、自己決定・自己責任を基本に住民の意識改革を

図り、住民と行政が一体となった行財政運営に努めます。 

 

まちづくりの基本方針 まちづくりの基本方針 Ⅱ Ⅱ 
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２．将来像実現のための基本方策 

基
　
　
　
本
　
　
　
方
　
　
　
　
策 

 

基　本　目　標 

行財政改革の推進 

21世紀健康文化都市の創造 

21世紀人材育成都市の創造 

21世紀環境先進都市の創造 

21世紀都市・交流拠点の創造 

21世紀出雲神話観光大国の創造 

21世紀産業都市の創造 

21世紀出雲の産業創出 

農林水産業、商工業が一体となった地場産業の振興と発展 

特産品開発、生産振興によるブランド化の推進 

古代出雲文化遺産による出雲の顔づくり 

出雲の豊かな自然資源の活用と水と森の空間整備 

観光ネットワークの整備と拡充 

世界に向けた出雲の観光資源の開発・発信 

都市機能の充実 

広域交通網の整備 

地域内幹線道路の整備 

公共交通ネットワークの構築 

情報を共有できる高度情報通信社会の実現 

環境先進都市出雲の國の構築 

安心、安全の21世紀防災都市の整備 

ゆとりと潤いのある居住空間の整備 

21世紀出雲を担う子どもの育成支援の充実 

生きる力と夢を育む教育体制の充実 

生涯にわたる教育、学習活動の充実 

コミュニティ活動と住民参画の推進 

生涯にわたる健康づくりの推進 

地域特性をいかした医療体制の充実 

ぬくもりのある福祉サービスの充実 

保健・医療・福祉の連携強化 
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１．21世紀産業都市の創造 
 

 

 

●産業の活性化を図るため、新製品・新技術の開発や新分野進出等について支援します。また、農商工・

産学官連携及び企業間交流の推進により、起業の促進や新産業創出をめざします。 

●風力、水力、バイオマス、太陽光などの地域資源を活用した新エネルギーの利用を促進するとともに、

関連産業の創出を図ります。また、次世代エネルギーとして注目されている水素を活用した新産業の創

出等を推進します。 

●出雲市東部工業団地、斐川西工業団地など既存の工業団地や空き工場などの低・未利用地への企業誘致

を図るとともに、新たな企業進出に備え、斐川中央工業団地の整備を検討します。また、ビジネスマッ

チングの推進等による既存企業の事業拡大及び高度化を促進することにより、地域産業の活性化と雇用

機会の増大を図ります。 

●新たな産業創出と賑わいのあるまちづくりに向け、イラストレーター、映画、デジタルコンテンツ、俳

優、声優などのアーティストを育成する専門学校・各種学校の誘致を促進します。 

 

 

 

●農政の大転換期を迎えるなか、農業が職業として選択しうる魅力とやりがいのあるものとなるよう、各

種施策に取組みます。 

●地域農業の推進体制については、出雲地域、斐川地域それぞれに地域の実情や特色を活かした実績ある

体制・組織があることから、これを現行のとおり維持し、2つの推進体制の連携を図りながら新市の農

業振興を進めます。 

●農業における「出雲ブランド」を確立すべく、出雲市、島根県、ＪＡが一体となって販路拡大と周年出

荷体制の確立をめざすとともに、農業者の創意と工夫により、新たな作物や技術の導入、担い手育成・

集落営農推進・組織の法人化並びに企業の新規参入、あるいはアグリビジネス、農商工連携への取組み

などを展開するよう誘導します。 

●農業者と市民がともに農業の重要性や多面的機能を理解し、協力しながら農業と農村環境を守ることで、

食料自給率の向上、安心・安全な食物の確保、地産地消を推進します。 

●水田利用の最大化や担い手への農地の利用集積を促進し、作物の適地適作、団地化による高品質・安定

多収生産をめざし、農業経営の安定化と、農業生産額、農家所得の向上を図ります。 

●遊休農地、耕作放棄地については、行政、地域が一体となり、その防止や保全、有効活用に努めます。 

●森林は、国土保全、水源涵養、地球温暖化防止、木材供給など多面的な機能を有していることから、長

期的な視点で森林保全・整備を推進します。 

●安定的な水産業経営を図るため、漁港及び漁場の整備に努め、栽培漁業や資源管理型漁業の推進を図り

ます。 

●活魚出荷体制の確立及び水産物を活用した商品開発を行うとともに、流通体制の強化を図ります。 

●中小商工業者の再生・活性化を図るため、市内産品の販路拡大、新製品等の開発及び新分野への進出促

進に努めるとともに、金融対策等の支援も行います。 

●空洞化が進む既存の商業集積地においては、空き店舗対策、商業環境整備やイベント開催支援等により、

 

新市の施策 新市の施策 Ⅲ Ⅲ 
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賑わい、交流の場としての活性化を図ります。 

●地域経済の活性化と地場産業の振興を図るため、市内の施工業者を利用して住宅改修を行う場合に、そ

の経費の一部を助成します。 

●出雲地区雇用推進協議会の活動や出雲総合雇用情報センターを充実させるとともに、国、県、公共職業

安定所及び地元企業との連携を強化し、雇用の確保・安定に努めます。 

 

 

 

●有機・減農薬野菜や柿、いちじく、ぶどう、ハトムギ、花卉（シクラメン等）、海産物等、また、出雲

圏域で継承されてきた伝統工芸品など、地域特性を活かした特産振興を進めます。 

●新商品及び加工品等のブランド化を進め、積極的な情報発信のもと販路の拡大に努めます。 

○新産業創出・新分野進出事業 

○企業化支援事業 

○新エネルギー等推進事業 

○企業誘致促進事業 

○専門学校等誘致促進事業 

○農林水産業振興事業 

○農業振興事業 

○農業農村整備事業 

 

 

主　要　事　業 

○畜産振興事業 

○林業振興事業 

○林業基盤整備事業 

○漁港等施設整備事業 

○水産業振興事業 

○商工業振興事業 

○雇用対策事業 

○特産品振興事業 

 

新市の施策 新市の施策 Ⅲ Ⅲ 
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2．21世紀出雲神話観光大国の創造 
 

 

 

 

●「神話の國 出雲」を代表する出雲大社周辺を新市の歴史・文化のシンボル空間として位置づけ、関連

の道路や街並み環境の整備を図り、出雲大社、古代出雲歴史博物館とその周辺を巡る、心地よいまち歩

きにふさわしい歴史回廊を整備します。 

●歴史・文化のシンボル空間を中心に、一畑薬師、鰐淵寺、須佐神社等、出雲地域の貴重な文化財や西谷

墳墓群、荒神谷遺跡などの史跡を結ぶ歴史探訪ルートの構築を図り、全国に情報発信していきます。 

 

 

 

●田儀、岐久、西浜、長浜等の海岸から日御碕、そして島根半島の豊かな海岸線を活かした海洋レジャー

施設等の整備により、質の高い、保養、レジャー空間をつくります。 

●宍道湖・神西湖周辺及び斐伊川・神戸川流域、緑豊かな森林等について、癒しの場として水と森の空間

整備を行い、交流人口の拡大に努めます。 

 

 

 

●各地域の歴史・文化資源や食文化、宿泊施設などを活かし、訪れた観光客が新市を巡り、何度も訪れた

くなる魅力あふれる滞在型観光ルートの開発と整備に努めます。 

●市民と観光関連団体、観光事業者、市が一体となったホスピタリティ（おもてなしの心）を提供する体

制を整備し、受け入れ体制のレベルアップに努めます。 

 

 

 

●古代出雲文化の発祥地として、松江、奥出雲、石見、隠岐など周辺地域と連携しながら国宝や重要文化

財、古墳等の保存・活用、神話や文化の継承等を進め、情報発信することで、世界が認識する「出雲

（ＩＺＵＭＯ）」をめざします。 

●各地域に残る歴史文化遺産をはじめ、自然資源、伝統芸能など、有形・無形の出雲の観光資源の開発と

活用を進め、国内外へ向けた情報発信を積極的に行います。 

 

○歴史・文化のシンボル空間整備事業（大社門前町再生整備事業） 

○歴史遺産のネットワーク化による情報発信 

○くにびき海岸整備事業 

○海洋レジャー空間整備事業 

○水辺空間活用事業 

○観光資源ネットワーク事業 

○観光推進・支援体制の整備事業 

○出雲の観光資源開発・発信事業 

主　要　事　業 
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3．21世紀都市・交流拠点の創造 
 

 

 

 

●山陰有数の人口基盤・経済規模を抱える中核交流拠点にふさわしい都市基盤の整備を進め、中心市街地

の活性化をはじめ、住民の活気があふれる住みよいまちづくりを進めます。 

●本市第二の都市核である平田地域においては、街路事業や湯谷川改修などの市街地整備や企業立地を促

進し、東部都市拠点として整備します。 

●山陰有数の産業拠点であり、かつ、出雲空港、山陰自動車道斐川ＩＣなどの交通拠点でもある斐川地域

を新市産業の中核拠点として整備を進めます。 

●住民の身近な生活の拠点となる各地域の市街地の街路事業、土地区画整理事業などの都市基盤、生活基

盤の整備に努め、都市機能の充実を図ります。 

 

 

 

●広域交通網の主軸となる山陰自動車道をはじめとする高速道路ネットワークの早期構築と、宍道湖・中

海圏域の高規格な8の字ルートを形成する広域交通の連絡軸である地域高規格道路境港出雲道路の整備

を促進し、他圏域との交流の拡大を図ります。 

●山陰自動車道出雲インターチェンジの供用に伴う国道9号での交通量の増加に対応するため、神戸橋神

西沖線の早期4車線化とともに、慢性的な渋滞の解消と交通安全対策を図ります。 

●飛行機、ＪＲ、高速バスは、地方が自主・自立を目指し、産業振興、観光振興、文化交流などが持続的

に発展を遂げていくための重要な社会基盤であることから、公共交通ネットワーク網の整備・充実によ

る利便性の向上を図るとともに、利用促進に努めます。 

●人・物の流通拠点として機能強化と安定的な港湾利用を図るため、沖防波堤の整備を促進するとともに、

河下港の利用促進に向け、河下港振興会を機軸とする積極的なポートセールスに努めます。 

 

 

 

●主要地方道及び一般県道の整備を促進し、各地域間の移動時間短縮による新市の一体化や地域内交流の

促進を図ります。また、現在整備中の路線の早期供用、未事業路線の早期事業化に努めます。 

●市内各地域間の交流促進や本市の一体的かつ均衡ある発展を図るため、幹線市道の整備計画に基づき、

主要な市道の整備を進めます。また、その他市道のうち、市民生活に密着した生活道路の整備を計画的

に進めます。 

 

 

 

●中心市街地及び各地域の生活拠点施設へのアクセスを容易にするため、既存の公共バス、一畑バス、Ｊ

Ｒ、その他交通機関等を総合的に体系化し、高齢者や児童生徒等の通院、通学、買い物などの交通手段

の確保を図ります。また、公共交通機関等の利用が困難な高齢者や障がい者等の移動手段について、新

たな移送サービスのあり方を検討していきます。 

●一畑電車は、通勤、通学、観光等において欠かせない地域の財産で、年間約140万人が利用しています。

地球環境を守り、低炭素社会を実現する観点からも、沿線住民と共に運行を支え、利用促進を図ります。 

 

新市の施策 新市の施策 Ⅲ Ⅲ 
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●通信事業者と協力し、携帯電話が利用できない地域の解消に努めるとともに、行政サービスでの活用方

策を検討します。 

●高速通信基盤の整備を早急に進めるとともに、民間の情報関連投資を促進し、住民誰もが情報化による

便利さを実感することができる高度情報通信社会の実現をめざします。 

●地域情報化と電子自治体への取組みを進め、本庁・支所、各種公共施設間をネットワークで結び、多様

な行政サービスの提供を実現します。 

 

 

 ○中心ビジネス街整備事業 

○東部都市拠点整備事業 

○斐川地域産業拠点整備事業 

○山陰自動車道の整備促進 

○中国横断自動車道尾道松江線の整備促進 

○地域高規格道路境港出雲道路の整備促進 

○国道改良及び交通安全施設等整備 

○出雲空港の利用促進と利便性の向上 

○河下港の整備・利用促進と利便性の向上 

○県道整備及び交通安全施設等整備 

○市道整備及び交通安全施設等整備 

○公共交通ネットワーク事業 

○生活バス対策事業 

○一畑電車対策事業 

○鉄道対策事業（ＪＲ） 

○地域情報化推進事業 

○電子市役所の構築事業 

主　要　事　業 
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4．21世紀環境先進都市の創造 
 

 

 

 

●住民、事業者、行政が一体となり、海、山、川、湖など豊かな自然環境の保全に取り組むとともに、環

境学習の推進を図り、自然環境との共生を実現する環境先進都市をめざします。 

●ごみの発生抑制、再使用、再生利用の3Ｒ施策の推進に取り組み、環境にやさしい循環型社会の構築を

めざします。 

●地域の実情に応じて公共下水道、農業・漁業集落排水、合併処理浄化槽などの整備を計画的、効率的に

推進します。 

●太陽光、風力、水力、バイオマス、水素など地域特性を活かしたクリーンな新エネルギー等の普及を進

め、地球温暖化防止に取り組む環境先進都市をめざします。 

●築地松など地域固有の歴史により形成された景観の保全に努めます。 

 

 

 

●斐伊川放水路事業、宍道湖西岸堤防整備事業、河川等改修事業、砂防関係事業、治山事業、地すべり事

業など、自然災害から住民の生命・財産を守る治水治山事業を推進し、災害の発生防止に努めます。 

●災害情報の収集、伝達体制の強化、高度救急体制の整備、消防力の向上等に努め、危機管理体制の充実

した安心安全な防災都市の整備を図ります。 

 

 

 

●恵まれた文化、自然に配慮した適切な土地利用計画のもと、公営住宅整備や宅地造成などにより良質な

住宅の供給を進めます。 

●都市公園、農村公園、森林公園、親水公園等をスポーツやレクリエーションの場、憩いの場として、機

能の充実に努めます。 

●街並み環境整備、景観対策に取り組み、ゆとりと潤いのある居住空間の創造に努めます。 

●障がい者や高齢者をはじめ、人にやさしいバリアフリーのまちづくりを進めます。 

●安心安全な水の安定供給に向けて、上水道、簡易水道の整備を進めます。 

新市の施策 新市の施策 Ⅲ Ⅲ 
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 ○新エネルギー等の普及 

○景観保全事業 

○環境意識の啓発 

○下水道事業 

○ごみ対策事業（リサイクル先進都市の構築） 

○レジ袋削減行動推進事業 

○消防防災施設整備事業 

○治水治山事業 

○斐伊川放水路事業 

○宍道湖西岸堤防整備事業 

○公園整備事業（都市公園、農村公園、森林公園、親水公園等） 

○公営住宅整備事業 

○宅地造成・分譲事業 

○上水道整備事業 

○簡易水道整備事業 

○出雲空港周辺生活環境整備 

○街並み環境整備事業 

○下水路改修事業 

○地籍調査事業 

主　要　事　業 
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5．21世紀人材育成都市の創造 
 

 

 

 

●多様な保育ニーズに対応する延長保育、一時保育、休日保育、病（後）児保育などの特別保育事業をは

じめとする保育サービスの充実に努めます。 

●子育て支援センターやファミリーサポートセンターなどを充実し、子育て家庭の仲間づくりの促進や育

児不安の解消に努め、地域全体での子育て支援体制の強化を図ります。 

●子どもの健やかな発育・発達を支援するため、医療費の負担軽減や母子保健の充実を図ります。 

●家庭、学校、地域社会の連携による子どもたちが安全安心に育つ環境づくりを進めます。また、要保護

児童対策地域協議会による児童虐待防止の啓発活動や構成機関・団体の連携による相談・支援体制の整

備に努めます。 

 

 

 

●開かれた教育行政をめざし、さらなる情報公開に努めるとともに、広聴機能の充実を図るなど、透明性

の高い教育行政を推進します。 

●良好で安全安心な教育環境を確保するため、幼稚園、小・中学校などの耐震化や老朽化した施設の計画

的な整備を進め、園児、児童生徒の学習、生活の場としてふさわしい学校づくりに努めます。 

●道徳教育やさまざまな体験学習等を通して、「心の教育」を積極的に行うとともに、「生命を考える教

育」の集中期間を設け、生命の大切さや子どもの人権擁護についての教育を推進します。 

●学校の応援団として定着しつつある地域学校運営理事会のさらなる充実を図り、地域・学校・家庭の協

働により子どもたちを見守り、育てる体制づくりに努めます。 

●特別な支援を必要とする児童生徒に対し、特別支援教育推進体制及び指導体制の充実・強化を図ります。 

●実験、体験学習を重視し、学校教育及び市民の学習の場として科学館を活用し、創造性豊かな人材を育

成します。 

●子どもの読書活動の重要性を認識し、読書環境の整備充実、読書活動の推進、学校図書館への人材配置

を行います。 

●青少年が自らの責任と役割を自覚し、広い視野と豊かな情操を養い、健やかに成長するため青少年育成

に努めます。 

●学校給食施設については、市内どこでも安全、安心でおいしい給食の安定的な供給が出来るよう、斐川

地域を含めた施設の配置、配送区域等の見直しを行い、必要な施設の整備を行います。 

●先端技術産業、中核医療機関等の発展を支える中等・高等教育機関の整備推進を図ります。 

●地域の高校教育の場として、大社高校佐田分校の存続と運営を支援していきます。 

新市の施策 新市の施策 Ⅲ Ⅲ 

いのち 

いのち 
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●図書館、体育館、コミュニティセンター・公民館等のさまざまな機能、特色を備えた施設があり、これ

らの施設の機能分担とネットワークの充実により、利用者サービスの向上を図るとともに、あらゆる年

代の要望に対応できる学習情報の提供及び学習機会の確保を図ります。 

●人権を尊重する社会づくりをめざして、あらゆる場を通して人権教育・啓発を推進するとともに、同和

問題をはじめとした人権問題に対する総合的な人権施策を推進します。 

●市民の多様なニーズに対応できるスポーツ環境づくりとスポーツ施設の計画的整備を進めるとともに、

各種スポーツ振興事業、大型イベントの誘致・開催を積極的に推進します。 

●優れた芸術作品をはじめ、さまざまな芸術文化に触れる機会を提供するとともに、伝統的文化活動や芸

能の継承を図ります。 

●文化財調査・研究体制の一元化、資料の保存管理体制の充実、主要遺跡等の整備促進のほか全国の大学、

研究機関との連携強化とともに、地域内の博物館及び主要遺跡のネットワーク化を図り、文化財の活用

を推進します。 

●国際化社会に対応できる人材の育成と多文化共生の地域づくりをめざし、国際交流団体等と連携して多

様な国際交流活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●それぞれの地域が持つ固有の歴史、文化などの特色・特性を尊重したコミュニティの育成・支援を進め、

さらなる充実・発展のためネットワーク化を促進します。 

●情報公開などを通して行政情報の共有化を図るとともに、地域自治区を基幹として地域コミュニティ、

ボランティア組織、ＮＰＯ、民間企業等との広範なパートナーシップを形成しつつ、住民との協働のま

ちづくりを進めます。 

●女性と男性が対等に、社会のあらゆる分野の活動に参加でき、お互いを尊重し、支え合う男女共同参画

社会の形成をめざします。 

●広報紙、ホームページ、また新聞やテレビ等のマスメディアによる情報の提供・公開に努めるとともに、

まちづくり懇談会、市長面会日、市長ポスト等を活用した広聴の充実を図り、住民参加のまちづくりを

さらに推進します。 

●ＵＩターン希望者に対し、総合的な定住情報を提供するとともに、各種施策の実施により定住促進を図

ります。 

●高齢化が進み地域共同体としての機能維持が困難となっている集落などを守り支えていくため、集落支

援員の配置や集落応援隊を派遣し支援を図ります。 
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新市の施策 新市の施策 Ⅲ Ⅲ 

○子育て支援推進事業 

○出雲市教育振興計画の策定 

○開かれた教育行政運営 

○特色ある学校教育の推進 

○教育施設等整備事業（改築・大規模改造事業、耐震化対策事業等） 

○科学館運営事業 

○学校給食事業 

○各種学習の推進（体験学習、読書活動、ふるさと学習等） 

○青少年育成・支援事業 

○中等・高等教育機関の支援及び整備推進 

○生涯学習施設等整備事業 

○公民館活動支援事業 

○生涯学習支援事業（活動支援、ボランティア育成、科学館等学習施設の活用） 

○図書館機能の充実（図書館ネットワークの構築、学校図書館との連携等） 

○人権・同和教育推進事業 

○スポーツ振興事業 

○大型スポーツイベントの誘致・開催 

○スポーツ施設整備・充実 

○芸術文化振興事業（招聘事業・市民参加型事業等） 

○芸術文化を担う人材の育成・環境等の整備・充実 

○古代文化資源の保存・活用事業 

○国際交流事業 

○コミュニティ活動推進事業 

○コミュニティセンター施設整備事業 

○男女共同参画推進事業 

○定住推進事業 

○行政情報の提供及び住民参画の推進 

○ボランティア推進事業 

○市民協働推進事業 

主　要　事　業 
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6．21世紀健康文化都市の創造 
 

 

 

 

●生涯にわたる健康づくりを推進するため、乳幼児から老年期までのライフサイクルに沿った施策を展開

し、住民参加の健康づくり推進体制の整備を進めます。 

●母子の健診、相談、予防接種、訪問指導の充実、子育て支援体制の充実、子育て情報の提供等に努めま

す。 

●各地域の健康づくり拠点などを活用した健康教室、健康相談等を実施し、地域に密着したきめ細かい保

健・福祉サービスの提供を推進します。 

●病気の早期発見、早期治療につながる特定健康診査やがん検診等、各種検診の受診率向上に努めるとと

もに、検診の質の向上や受け入れ体制の整備に取り組みます。 

●食に関する感謝の念と理解を深め、健康で活力ある人生をおくるための知識を学び実践できる環境を整

えるとともに、食のボランティア等の人材を育成し、食育のまちづくりを推進します。 

●温泉保養施設など健康増進施設を活用した健康づくりを推進します。 

 

 

 

●市立総合医療センターは、地域の中核病院として機能を維持しつつ、出雲医療圏における地域医療機関

ネットワークでの役割（機能分担・連携）及び公的医療機関としての役割を果たすべく、次の5つのフ

ラッグを掲げ取り組みます。 

回復期リハビリテーション医療の提供 

充実した予防医療の提供 

高齢者の急性期医療の提供 

市立診療所への支援体制の構築と地域医療の充実 

1次及び2次救急医療の提供 

●関係機関との連携のもと、救急・休日医療などを推進し、地域医療の充実を図りつつ、総合的な医療体

制の確保に努め、安心して生活できる地域づくりを進めます。 

●高度医療が集積する立地条件をいかし、産学官連携による地域医療の調査・研究を進めます。 

 

 

 

●障がい者の日常生活を支援するために相談支援体制の充実を図り、地域の一員としてその人らしく生活

がおくれる社会づくりのために自立支援サービスの充実に努めます。 

●障がい者の社会参加と自立を促進するため、就労支援事業所などにより、就労に必要な知識や能力の向

上をめざした訓練の充実を図ります。 

●発達障がい・高次脳機能障がい者について、関係機関との連携を深め、支援体制の構築に努めます。 

●シルバー人材センター、高齢者クラブ等の活動支援、ＮＰＯとの協働、各種の学習講座の開催、世代間

交流の場の提供などを通じて、高齢者が地域社会のなかでいきいきと暮らせる環境整備に努めます。 

●高齢者が安心して自立した生活をおくれるよう、外出支援や給食サービス、緊急通報システム等日常生

活を支援する事業などを推進し、地域ぐるみで高齢者を見守る環境づくりに努めます。 

●高齢者等が身体の状況やニーズに応じた適切なサービスを受けられるよう情報提供や医療、介護、福祉

の連携を確立し、地域包括ケアの推進に努めます。 
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新

市

の

施

策

 

●高齢者が、住み慣れた地域で暮らせるように、総合相談、介護予防、権利擁護など総合的なマネジメン

トを担う地域包括支援センター（高齢者あんしん支援センター）の充実を図ります。 

●軽度の要介護者が増加するなかで、認知症予防、運動機能向上事業など介護予防事業の一層の充実を図

るとともに、生活習慣病予防のため、若年層からの健康づくりを推進していきます。 

●介護が必要な高齢者が、安心してサービスを受けられるよう訪問介護、通所介護、地域密着型サービス、

特別養護老人ホームなど介護保険サービス基盤について、地域の実情に応じて整備を図ります。 

 

 

 

●島根大学医学部、県立中央病院、市立総合医療センター、県立大学出雲キャンパスなどの医療機関・医

療系教育機関などが集積した立地の優位性をいかし、病院・診療所などの医療、地域保健・健康増進事

業、高齢者福祉・障がい者福祉事業などの福祉事業との連携を強化し、診療所でのプライマリケアから

入院治療、在宅での医療・保健・福祉サービス、施設での福祉サービスなど切れ目ないサービスが提供

できるよう、それぞれの機関との調整強化を図ります。 

 

 

新市の施策 新市の施策 Ⅲ Ⅲ 

○健康づくり事業（健康づくり推進体制の充実、予防対策推進事業等） 

○食育のまちづくり事業 

○医療、リハビリ体制整備事業 

○障がい者福祉推進事業 

○児童福祉推進事業（障がい児保育事業、地域療育活動事業等） 

○地域福祉推進事業 

○高齢者福祉推進事業 

○保健・医療・福祉の連携強化 

 

主　要　事　業 
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新
市
の
行
財
政
運
営
方
針 

～住民が政策決定に参画する開かれた行政システムの構築に向けて～ 
 

　新市においては、住民が主役のまちづくり、自立と自治のまちづくりをめざし、地域における住民のエネ

ルギーを最大限に引き出すための行政システムを構築します。あわせて、新市全体の自治やまちづくりのル

ールを定めることにより、新市の特性を生かした、住民の力が発揮される自立的な地域運営をめざします。 

 

 

●●●住民との連携・協働 
 

　新市を住みよいまち、住みたいまちとしていくためには、行政の取り組みだけでなく、住民の理解と協力

が必要です。新市では、地方自治の主役である地域住民や地域コミュニティ・各種団体と行政が連携・協働

し、地域全体で多様化、高度化する地域の課題を解決していく、地域振興の体制づくりを進めます。 

 

●●●行財政改革の推進 
 

 

　新市における行財政改革の推進にあたっては、次に掲げる視点を基本方針とし、地方分権
時代に対応するまちづくりの実現を図ります。 

 

 
①地方分権時代に対応するまちづくり 
②住民本位のサービスの徹底 
③簡素で効率的な行財政運営 
 

 

　行財政改革大綱策定にあたっては、新市基本計画をはじめとする合併協定項目の調整方針
に従い策定することとし、新市においては、次に掲げる実施項目により行財政改革に取り組
むものとします。 
 

新市の行財政運営方針 新市の行財政運営方針 Ⅳ Ⅳ 

①行政の効率化 
　●事務事業の見直しと業務の民間委託の推進 

　●時代に即応した組織・機構の見直し 

　●公共施設の管理運営の見直し 

　●外郭団体の見直し 

③自治自立の財政運営 
　●新市建設への財源確保・節減 

　●使用料等の負担と補助金等の受益のあり方 

②定員管理と給与の適正化 
　●定員管理の適正化 

　●職員給与の適正化と総人件費の抑制・縮減 

　●人事評価・職員研修の強化 
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現在の出雲市役所本庁を新市の本庁とします 

【本庁の機能】 
●新市全体に係る政策の推進、総合的な調整事務、管理事務 
●新市全体として取り組む対外的な業務 
●各種行政委員会等及び議会の事務 

　新市の均衡ある発展と住民を主役とした「自立」と「自治」のま
ちづくりの推進を目指して、地域住民の意見を反映させ、住民と行
政の連携強化を図るため、現在の6つの地域自治区に加え、斐川町の
区域に、新たに斐川地域自治区を設置します。 

●地域自治区は、出雲地域自治区・平田地域自治区・佐田地域自治区・多伎
地域自治区・湖陵地域自治区・大社地域自治区・斐川地域自治区とします。 
●地域自治区に、地域協議会を設置します。 

地域協議会の構成員は20人程度とし、各地

域自治区内の住民から、市長が選任します。 
 
【地域協議会の役割等】 

●市長により諮問されたもの又は必要と
認めるものについて、審議し、市長に
意見を述べることができる。 

○支所が所掌する事務や市が処理する
地域内に係る事務に関する事項 

○地域内住民との連携の強化に関する事項 

●市長は、市の施策に関する重要事項（当
該区域に係るもの）を決定し、又は変
更しようとする場合には、地域協議会
の意見を聴かなければならない。 

●市長は、地域協議会の意見を勘案し、
必要と認めるときは、適切な措置を講

じなければならない。 

 

出雲市において設置されている支所に加え、
斐川町役場を斐川支所として設置します。
本庁・支所間はネットワークを構築し、住民
にとって利便性の高い組織、機構をめざし

ます。 
 
【支所の機能】 
●窓口業務（住民登録、税務、年金など） 
●住民生活に密着した業務（福祉サービス、
生活道路・下水路整備など） 
●地域特性により必要と認められる業務 
●地域の防災拠点としての業務 
●地域協議会と連携した、地域まちづく
り計画の策定と、本庁及び地域協議会
と一体となった地域振興策の調整及び
実現 

 
※支所長（事務所の長）は、理事職の職員をもって充て
ます。 

 

諮
問
・
意
見
聴
取 

答
申
・
提
言 

参加 

代表者 

●自治組織・自治会・自治協会・区長会・町内会 
●各種団体・教育・文化・スポーツ・福祉・産業・消防防災・コミュニティ・NPO・その他公的団体 

新
市
の
行
財
政
運
営
方
針 

本庁・支所と地域自治区 

本　庁 

地域自治区 

地域協議会 支　所 

地域住民 

連携 
協働 
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財
政
計
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　新市における財政計画は、平成23年度から平成33年度までの11年間について、財政運営の指針として、

歳入、歳出の各項目ごとに、過去の実績や現在の社会経済情勢及び行政フレームを基本として推計し、普通

会計ベースで作成したものです。 

　作成にあたっては、合併に伴う人件費等の削減経費、合併調整方針に伴う住民負担・行政サービスの格差是

正のための経費、地方交付税の算定替えなど、合併に伴う変動要因を加味し、財政計画に反映させています。 

 

 

　新市の財政運営においては、本計画を一つの指針としながら、3か年程度の中期財政計画を策定し、

これをもとに単年度の予算編成において、安定的かつ持続可能な予算調整を行っていくことが必要とな

ります。 

 

　計画期間の概況は次のとおりです。 

 

 

予算規模の推移 
　計画期間の予算規模は約705億円～767億円と推計しています。平成27年度以降は、公債費の減や合併

効果（人件費、物件費等）により予算規模が縮小する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実質公債費比率の推移 
　公債費負担の状況を表す実質公債費比率は、平成24年度の22.4％をピークに徐々に低下し、平成32年

度には起債発行の許可が不要となる18％を下回る見込みです。 

　しかし、現在の実質公債費比率（平成22年度見込み21.9％）は全国的に見ても高い水準であり、今後持

続可能な財政運営を行う上では過度な起債発行を抑制する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政計画 財政計画 Ⅴ Ⅴ 
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財
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起債残高の推移 
　起債残高は、平成22年度末に1,439億円程度を見込み、計画期間中は徐々に減少する見込みです。近年

は普通交付税に振替えて発行が認められる臨時財政対策債の残高が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通建設事業費の推移 
　両市町で計画される普通建設事業により、平成24年度は約87億円を見込んでいますが、平成25年度以

降は毎年76億円の事業費を予定し、新市全体の中で事業内容を精査していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人件費の推移 
　人件費は、合併に伴う特別職の減はもとより、一般職についても今後10年間で110人削減する計画であ

り、人件費全体11年間で約30億円の削減効果をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基金残高の推移 
　特定目的基金の残高は平成26年度まで現出雲市において合併特例債発行による地域振興基金の積立を毎

年5億円程度行なうため増加します。また、年度間の財政調整のため財政調整基金により積み立て又は取崩

しを行います。 

 

 

財政計画 財政計画 Ⅴ Ⅴ 
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ス
ケ
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スケジュール（合併期日：平成23年10月1日） スケジュール Ⅵ Ⅵ 

出雲市・斐川町合併協議会の設置 

合併協定調印式 

住民説明会 

合併・新市発足 

新市初議会 

合併準備作業 

合併後50日以内 

合併議案議決（両市町議会） 

5月 

9月 

11月 

12月 

12月 

11月 

10月 

1月 

平成 
22年 

平成 
23年 

 

県へ合併申請 

県議会合併議決 

総務大臣への届出 

総務大臣告示 

合併協定項目、事務事業調整項目協議 
新市基本計画協議 
（合併協議会の開催：7回） 

斐川町を選挙区とする議会議員の増員選挙 
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出雲市・斐川町合併協議会 
島根県出雲市今市町70番地 

TEL（0853）21-6278　FAX（0853）21-6397 
http://www.izumo-hikawa-gappei.jp 

 
平成22年9月発行 

 
 
 
 

■お問合せ先 
　出雲市・斐川町合併協議会事務局  TEL/21-6278  FAX/21-6397 
　出雲市総合政策部政策企画課          TEL/21-6278  FAX/21-6397 
　斐川町企画財政課  TEL/73-9210  FAX/73-9219

出雲市・斐川町 
新市基本計画 
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